
  

～班・核・討議づくりの実践を通して～ 
 

日時２０２５年 ５月１８日（日） 
場所 朝⽇⼤学 ５号館２階会議室 

（岐阜県瑞穂市穂積１８５１番地） 

 

 

新学期が始まりましたね。学級づくりや、子どもとの関係、授業の進め方など、不安を感じて

いる方も多いかもしれません。「子どもたちが話を聞いてくれなかったらどうしよう」「授業がう

まく進まなかったら…」「クラスがまとまらなかったら…」そんな不安は誰もが持ちます。でも、

この不安を一歩進め「問い」に変えます。例えば「子どもを引きつける話題は？」「子どもはどこ

で躓くのだろうか？」「あの親さんとどうしたら打解けることができるか」とか。こういう問いを

持つことから、新しい子どもとの出会い、教材との出会い、保護者との出会いが始まります。そ

の時にベースとなるのが、学び合い支え合う仲間です。悩みも打ち明けられます。授業の工夫や

生徒との関わり方、学級づくりのヒントなどが楽しい会話の中から飛び出します。 

講師の竹林先生は、「子どもをより好きになる学級づくり」を実践し、教師のだいご味である子

どもたちの成長は、教師自身の成長と同時に進行するということを示してくださいます。 

今、様々な問題が教師を苦しめています。それは子どもたちも同じなのです。生きづらい世界

の中に希望を見出すことも、子どもたちと一緒におこなっていくことで展望が開けます。 

もう一つ私たちの研究会の特徴があります。それは実践分析です。実践したことを文章にして

みんなで検討します。この討論が実に楽しく、子どもたちとの授業のモデルにもなります。 

皆さんの参加を心からお待ちしています。 

 

参加費 一般：１０００円 会員：５００円 学生：無料 （岐生研の QRコード） 

 オンラインでも参加できます。URLは申し込んだ人にメールで連絡します。 

主催 岐阜県生活指導研究協議会   連絡先 novel_6325@yahoo.co.jp  担当：土井 

１３：００ 開会式 

１３：０５ 竹林講座 

「子どもをより好きになる学級づくり」 

１４：５０ レポートによる実践分析 

１７：００ 閉会式 

講師 ⽵林和廣先生（金沢市立花園小学校教諭） 
子どもと作っていく活動を大切にしてきまし

た。近年は同僚とつながっていくことの大切さ
を痛感しています。「生活指導誌（主に集団づ
くりの道具箱コーナー）等、執筆記事多数」小
１小２の父親として楽しんでいます〜。 
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